
「小さな親切」誌は、季刊発行
春号・5月、夏号・8月、秋号・11月、新春号・1月の予定です

2024年11月１日発行　通巻536号
編集・発行人	 木恒夫
発 行 所	 公益社団法人「小さな親切」運動本部
	 〒101-0061東京都千代田区神田三崎町2-20-4
	 TEL.03-3263-2866　FAX.03-3263-3838
	 https ://www.kindness.jp/
印 刷 所	 広研印刷株式会社
	 ©無断転載禁止　落丁、乱丁はおとりかえいたします。

3 2

奥入瀬渓流
青森県十和田市大字奥瀬60
十和田八幡平国立公園内
新幹線・新青森駅、八戸駅、七戸十
和田駅よりバス「焼山」下車
※「焼山」は奥入瀬渓流の下流地点
の玄関口です。

帰りの新幹線で一献。八戸の銘酒「男山」と、
市民の台所で観光スポットでもある「八食
センター」で買ったコロッケとすじこのお
にぎりが美味でした。

役 員 リ レ ー エ ッ セ イ

「徒然なるままに」
ンタ、もう退院だねえ」――。入院中の私にそう宣言
したのは、主治医でも看護師さんでもなく、＂掃除の

オバチャン＂でした。
　10数年前に何万人かに一人という脊髄の難病に罹りまし
て、手術、長期入院を余儀なくされました。手術した病院
に１カ月、その後、リハビリのために転院しました。術後す
ぐはまったく立てない、歩けない、という状態。本当に担
当の先生、看護師さんにはお世話になりました。ただ、こ
こでお話しするのはお医者さんや看護師さんのことではな
く、＂掃除のオバチャン＂についてです。
　その方はリハビリのための病院にいらっしゃいました。
60代半ばくらいの女性で、毎日1回、部屋の掃除をしてく
れます。その際、患者さんたちといろいろ話すのですが、結
構博識な方でスポーツ、ミステリー、芸能、料理など多彩
な話題で会話を楽しませていただきました。入院患者の皆さ
んは親しみを込めて＂オバチャン＂と呼んでいました。

院２カ月くらい経ったある日、オバチャンが私の顔を
じっと見つめてきました。「なんだろう」と思ってい

ると、「アンタ、もう退院だねえ」と言うのです。主治医に
も看護師にも全く言われていません。「そんなこと、全然言
われてないですよ」と言うと、「フフフ、私には分かる。こ
れまでどれだけ多くの患者の顔をみてきたと思っているの。
もう退院しても大丈夫な顔だよ」と言い切るのでした。
　その日の夕方、看護師さんによる検診があり、「そろそろ
退院しても大丈夫ですね。先生に伝えておきます」と言われ
ました。ちょっとビックリ、オバチャン大正解。翌日、主
治医の回診で、「1週間後に退院」が正式に決まりました。

うしてわかったのか聞いたところ、患者さんと話しな
がら顔色、表情、声、話し方などに注意していると

変化がよくわかるとのことでした。よくない場合は励ました
り、看護師さんに伝えたりすることもあるそうです。
　オバチャンは早くにご主人をがんで亡くし、女手一つで
仕事と子育てをされた苦労人です。息子さんは立派になり、
かわいいお孫さんもいらっしゃいます。それでも、病院には
大変お世話になったので体が丈夫なうちは仕事を続けたい、
とのこと。恩返しですね。
　患者さんの様子を診るのは本来の職務ではないはず。それ
でも患者や病院のために職務外のことに留意しているのは、
思いやりをもって仕事に取り組んでいるからでしょう。

＂オバチャン＂と毎日楽しくお話しできて本当にうれしかっ
たです。気持ちがほっこりしました。いまでもお元気でいて
くださるとうれしいですね。
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　全国的にも珍しい「掃除部」がある埼玉県立川口
工業高等学校。17年前、同校の牧之瀬貴子先生が
一人で化学室の掃除を行っていたところ、生徒数名
が手伝ってくれたことがきっかけで誕生しました。
校内をもっときれいにしたいと思った生徒たちは、
「10人以上部員を集めて『掃除部』にしよう」との発
案を実現させ、以来牧之瀬先生が顧問となって活動
しています。
　現在の部員は23名。月毎にミーティングを行い
重点的に掃除する場所を決め、校内だけでなく、月
1回の地域清掃も行っています。掃除の仕方は代々
先輩から受け継がれていますが、清掃関連会社の方
などからプロの技術も定期的に学んでいます。
　部員の皆さんに入部した理由を聞くと、「珍しい
から」との回答のほか、意外にも「掃除が苦手だから
好きになりたかった」と答えた生徒さんが何人かい
ました。部長の阿部一生さんもその一人。これまで
は、「部屋を片づけなさい」と親によく注意されてい
たそうですが、掃除部に入ってからは、片づけや整
理整頓の習慣がつき、道端に落ちているたばこの吸
い殻、空き缶などのごみにも自然と目が行くように
なったとか。

　顧問の牧之瀬先生は、業
者に依頼すれば済む掃除を
部活動として認めてくれ
た学校に感謝を忘れないよ
う、部員たちには掃除を
「してやっている」のでは
なく、「させていただいて
いる」との意識を持つよう
に、と伝えてきました。こ
の言葉は代々受け継がれ、今では掃除部のスローガ
ンのように。この言葉に思わず、今まで仕事に対し
て「させていただく」という気持ちで取り組んだこと
があっただろうか、と自分を省みてしまいました。
　取材したのはトイレ掃除の日。蛇口などは「研磨
たわし」でこすってから、マイクロファイバーの布
で拭くと水垢がきれいに落ちるそう。なるべく洗剤
は使わず、アルカリイオン水で汚れを落とすなど環
境にも配慮しています。この部活動をきっかけに、
清掃関連の仕事を目指す部員もいるほどですから、
掃除には奥深い魅力があるのでしょう。「させてい
ただく」の姿勢とともに、見習いたいと思います。

（取材・今野那緒子）

＂させていただく＂気持ちで、
学校や地域をきれいに

埼玉県川口支部の原島潔（左より3番目）代表より、「小さな親切」実行章
を贈呈。掃除部の皆さんのユニフォームは、各自好きな色を選んでいる
というカラフルな＂つなぎ＂。前列左端が顧問の牧之瀬先生。

最初は抵抗があったというトイ
レ掃除にも慣れ、てきぱきとこ
なします。

【表紙写真】
苔の森としても有名な「奥入瀬
渓流」。渓流の美しさはもちろ
ん、苔に覆われた岩や倒木な
ど、この地域特有の気候が育
んだ独特の景観に自然の豊か
さを感じました。散策の様子
は、P8『のんちゃんのお出か
け記』で紹介していますので、
ぜひお読みください！
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